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Cubesat Applied for MEasuring and LOcalising Transients
Cubesatを複数機打ち上げることで、広い観測視野、高い位置決定精度目指す、ガンマ線
突発天体全天観測ミッション。重力波対応天体の同定を見据えたGRB観測を目的とする。

・最低9機のCubesatを使用
→全天カバー
・Cubesat間の検出イベントの時間差
→高い位置決定精度
・CsIシンチレータ(発光量多)
＋MPPC(低消費電力)を搭載

GRBAlphaの応答関数をMEGAlib
で作成し、Geant4の応答関数と比較する

but

・geometryの記述複雑＆多い
・古いフレームワーク

メンテナンスが
困難

Medium Energy Gamma-ray Astronomy Library
放射線と物質の相互作用のモンテカルロシミュレーションを行うG4 ベースのソフトウェア。
主に数 10kevから数 GeV のガンマ線帯域の宇宙観測検出器のシミュレーションに使用。 

・geometry構造がシンプル
・Geant4では手動で定義が
必要な様々な機能を標準搭載

Advantages Disadvantages
・CADMeshインポート不可
・形状(Shape)の種類 少
・ビームの可視化×

Geant4でのCAMELOTのgeometryをMEGAlibに変換
①handmadeのgeometry
[CsIシンチ、PCBboard、Liイオン電池、PbShield]
→そのまま手動でGeant4からMEGAlibに移行
(CsIシンチレータ：75mm×75mm×5mm)

②CADのgeometry
[skelton_frame 、Pb_cover、Pb_base]
→stlファイルを数百のvoxelに変換&粗視化
→PythonでMEGAlibのgeometryを作成

GRBAlpha[MEGAlib]GRBAlpha[Geant4]

・MEGAlibでの応答関数を作成して、G4の応答関数と比較
・Geant4からMEGAlibへのgeometry変換を他衛星にも応用

GRBAlpha(1U)
(2021/3月)
ソユーズ

VZLUSAT-2(3U)
(2022/1月)
ファルコン９

GRBBeta(2U)
(2024/6月)
アリアン６

現在、GRBAlphaはGeant4で作成した応答関数を用いている。

combine

Geant4とMEGAlibのエネルギースペクトルの比較

1つ1つのgeometry構造が複雑
&

多量のファイルが絡み合う

𝑬!𝟐

多くの定義が必要な複雑なビーム
をコードひとつで定義可能

シンプルなgeometry構造
でLiイオン電池を設置可能

Geant4 MEGAlib
Photon index : 2 Flux: 1000 𝒑𝒉/𝒄𝒎𝟐/s Time: 1s

・Geant4で作った応答関数を使用
& Xspecでスペクトルを作成

・応答関数を使わずにモンテカルロ
シミュレーションのみでスペクトルを作成
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CAMELOT計画では統一的に応答関数をMEGAlibで作成したい

(VZLUSAT-2&GRBBetaの応答関数はまだ作成されていない)

Liイオン電池

→後にVZLUSAT-2&GRBBetaにも応用

Model: PowerLaw

観測視野
(>2π str)

+
位置決定精度

(数十分角)


